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研究成果の概要（和文）：本研究は、妊婦の妊娠後期から産褥早期の唾液オキシトシン値の経時的変化を追跡
し、さらにオキシトシンの変化と、分娩様式、母親の疲労感、マタニティブルーズ、育児の初動との関連を分析
した。無痛分娩者29名、自然分娩者29名を分析した結果、平均の唾液オキシトシンの推移は、無痛分娩者は妊娠
36-37週から産後1-2日目にかけて上昇し(p=0.03)、産後4-5日目に下降した(p=0.002)。一方、自然分娩者はどの
時点においても変化が少なく安定していた。妊娠38-39週から4-5日目のオキシトシンの変化量は、産後4-5日目
のマタニティブルーズの得点との間に弱い相関（ρ=-0.33)を認めた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify (a) the association of the delivery mode(i.e., 
epidural anesthesia or no epidural) with women's changes in longitudinal
salivary oxytocin (OT) levels from late pregnancy to early postpartum, and
(b) the association of these changes with postpartum maternity blues (MB) and fatigue.　Results: 
There were 29 women who delivered with epidural anesthesia and　29 women who did not. A 
significantly higher mean salivary OT level was　observed in the women with epidural anesthesia at 
1-2 days after birth than at　36-37 gestational weeks. The mean OT level at 4-5 days postpartum was 
significantly lower than that at 1-2 days postpartum. The correlation of the MB score with the 
salivary OT level at 4-5 days postpartum was ρ=-0.33, p = .01.

研究分野： 看護学

キーワード： オキシトシン　無痛分娩　自然分娩　マタニティブルーズ　妊婦　疲労感
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研究成果の学術的意義や社会的意義
オキシトシンは、「愛情ホルモン」「絆ホルモン」といわれ、人との親密性を現す指標として考えられている。
妊娠・出産におけるオキシトシンの変化が、分娩様式により異なることが判明し、特に無痛分娩を体験した女性
においては、マタニティブルーズや疲労感との関係で、産後にオキシトシンが減少することが判明した。分娩様
式を選択する意思決定の際の情報に加えることや、産後ケアの必要性を示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
オキシトシンは、陣痛促進剤として使用されるが、「愛情ホルモン」「絆ホルモン」等とも呼

ばれ、人間関係の親密性にも関わる。無痛分娩では、自然分娩に比べて分娩時間の延長や陣痛
促進剤の使用が多いが、ホルモンの投与時間が長いほどオキシトシン受容体は減少し、感受性
も下がると指摘されている。また、母体発熱や疲労感から、児への愛着行動が遅れることが懸
念される。本研究は、この課題への対応として妊産婦オキシトシン活性化プログラムを開発
し、その有用性を評価し臨床への普及を目指すものである。 
２． 研究の目的 

A:自然分娩・無痛分娩のオキシトシン変化 
妊婦の妊娠後期から産褥早期の唾液オキシトシン値の経時的変化を追跡する。さらにオキ  
シトシンの変化と、母親の疲労感、マタニティブルーズ、出産直後の育児の初動の実態と 
の関連を分析する。 

B:自然分娩か無痛分娩かの意思決定支援 
妊娠中に無痛分娩か自然分娩かを選択に迷う妊婦に対して、十分な情報を得て意思決定で 
きるように意思決定エイドを開発し評価を実施する。つまり、経腟分娩を予定している妊 
婦に対し、無痛分娩と自然分娩に関する意思決定エイドを用いる群（介入群）と通常ケア
を用いる群（対照群）を比較することで、意思決定エイドの効果を検証する。 

C: オキシトシン解析と微量ペプチドを定量する質量分析 
オキシトシン濃度を凍結乾燥させた口腔液に由来する試料の抗原抗体反応から推定した
が、唾液量の不足により 4割以上が解析不能となる問題が生じていた。本研究では，微量
ペプチドの定量を可能とする質量分析がオキシトシン解析に有用であるかを検証する。 

３． 研究の方法 
A:自然分娩・無痛分娩のオキシトシン変化 

【対象】１）年齢 20 歳以上 41 歳未満、 
２）妊娠 36 週 0 日以降、妊娠 40 週未満の単胎、頭位 
３）経腟分娩予定の者 

【デザイン】観察研究により、同一対象者を次の 4 時点データを収集する。 
①妊娠 36 週-37 週、②妊娠 38 週-39 週、③産後 1 日目、④産後 5 日目 

【オキシトシン測定法】唾液オキシトシン値は、液-固相抽出で前処理した検体を酵素結合免  
疫吸着検定法（ELISA）に供することで定量した。 

B:自然分娩か無痛分娩かの意思決定支援 
【対象】妊娠後期(妊娠 34 週-37 週)の経腟分娩を予定している妊婦 300 名(各群 150 名) 

① 介入群-無痛分娩・自然分娩に関する意思決定エイド 
(A4 サイズの 25 頁-あなたらしい産痛を和らげる方法を求めて) 

② 対照群-研究実施施設で使用される既存のパンフレット(無痛分娩の方法、流れ、 
メリット・デメリットが文章で記載) 

【デザイン】非ランダム化比較試験 
【アウトカム】プライマリアウトカム-意思決定の葛藤得点 

セカンダリーアウトカム-意思決定の満足度、無痛分娩に関する知識、 
自然分娩と無痛分娩で迷っている妊婦の割合 

C: オキシトシン解析と微量ペプチドを定量する質量分析 
質量分析に供する試料は，リン酸で酸性化した遠心上清から液−固相抽出で分離精製し、
液相溶離剤にはアセトニトリル水溶液を、固相充填剤には逆相ポリマーを使用した。質量
分析計は、高速液体クロマトグラフに連結したトリプル四重極（LC-ESI-MS/MS）を利用
し，移動相送液には水／アセトニトリル系を、多重反応モニタリングの衝突誘起解離には
アルゴンガスを使用した。 

４． 研究成果 

A:自然分娩・無痛分娩のオキシトシン変化 
【結果】本研究の研究参加者は 64 名であった。このうち、無痛分娩者 29 名、自然分娩者 29 名
を分析対象とした。基本属性は、無痛分娩者と自然分娩者で有意差はなかった。 
1).  唾液オキシトシンの推移：無痛分娩と自然分娩の比較 (図 1) 
無痛分娩者における平均オキシトシンの推移は、妊娠 36-37 週では 8.54 pg / ml(SD 3.88)、妊娠

38-39 週では 8.98 pg / ml(SD 4.22)、産後 1-2 日目では 10.01 pg / ml(SD 5.02)、産後 4-5 日では 7.24 
pg / ml(SD 4.68)であった。自然分娩者における平均オキシトシンの推移は、妊娠 36-37 週では
8.35 pg / ml(SD 5.21)、妊娠 38-39 週では 8.70 pg / ml(SD 6.08)、産後 1-2 日目では 8.96 pg / ml(SD 
6.16)、産後 4-5 日では 8.30 pg / ml(SD 5.06)であった。平均の唾液オキシトシンの推移を分娩別で
みると、無痛分娩者は、妊娠 36-37 週から産後 1-2 日目にかけて上昇し(p=0.03)、産後 4-5 日目に
下降した(p=0.002)のに対し、自然分娩者はどの時点も変化が少なく安定していた。 



 

 

図 1 唾液オキシトシンの推移：無痛分娩者と自然分娩者 

2).  オキシトシン変化量とマタニティブルーズとの関連 
妊娠 38-39 週から産後 1-2 日目のオキシトシンの変化量と、産後 1-2 日目のマタニティブルー

ズ得点との関連は認めなかったが、妊娠 38-39 週から産後 4-5 日の変化量と産後 4-5 日目のマタ
ニティブルーズ得点との有意な弱い相関を認めた(ρ = 0.35, p = 0.007)。 
3).  オキシトシン変化量と疲労感との関連 
無痛分娩者では妊娠 38-39 週から産後 4-5 日の変化量と産後 4-5 日目の疲労感との関連は ρ = 

0.60, p = 0.001 と有意な強い相関を認めるが、自然分娩者では、その関連はなかった。 
【考察】産後 1-2 日目から産後 4-5 日目のオキシトシン推移は、無痛分娩者において有意に低下
していたのに対し、自然分娩者では安定していた。産後 4-5 日目の無痛分娩者のオキシトシン値
の低下についての要因を検討すると、産後の疲労感が影響している可能性が示唆された。  
Niwayama(2017)の研究 1)では、24 名の初産婦を対象に、産後 4-5 日目の授乳による気分の変化
(POMS：Profile of Mood States)のうちの疲労感の得点が減少とオキシトシンの上昇と関連を認め
たと報告しており、本研究の結果とも一致していた。 
宍戸(2017)の研究2)では、無痛分娩者の選択理由として一番多かったのは、「体力を温存した

い」という理由であった。そして、この対象者の産後1-2日以内の疲労感の得点(0-100)は、無痛
分娩者が60.1点(SD=27.2)、自然分娩者は52.2点(SD=28.0)であり、無痛分娩者は自然分娩者より
も疲労感が強いという結果であった(p< 0.001)。本研究においても無痛分娩者の疲労感は、自然
分娩者と比較すると高い傾向にあり、一致していた。 

4）オキシトシン変化量とマタニティブルーズとの関連 
産後1-2日のマタニティブルーズの発生率は10.3％、産後4-5日の発生率は22.4％であった。日

本でのマタニティブルーズの発症率は約10％-30％と報告されており、このうち約5％が産後う
つ病へと進行すると報告されている3)。産後1-2日から4-5日のオキシトシンの変化量は、産後4-
5日のマタニティブルーズ得点と中等度の相関を認めた。マタニティブルーズまたは、産後うつ
病に影響を与えた要因には、うつ病の既往歴(HR 2.85、95%CI：2.08-3.92)、外因性のオキシト
シンの投与(HR 0.66、95%CI：0.47-0.92)、器械分娩(HR 1.46、 95%CI：1.09-1.96)、および否定

p = 0.03 
p = 0.03 

p = 0.002 



的な出産経験(HR 1.57、95%CI：1.17-2.11)が挙げられた4)。本研究では、無痛分娩者は自然分娩
者と比べて、器械分娩が多かったことから、無痛分娩とマタニティブルーズとの関連について
示唆された。 
【結論】オキシトシンの妊娠期から産後早期の推移は、無痛分娩と自然分娩とでは異なっていた。
妊娠 38-39 週から 4-5 日目のオキシトシンの変化量は、産後 4-5 日目のマタニティブルーズの得
点との間に弱い相関を認めた。 
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B:自然分娩か無痛分娩かの意思決定支援 
【結果】介入群 149 名、コントロール群 150 名のデータが得られた。事後の得点から事前の得
点を引いて算出した意思決定の葛藤の得点差は、介入群で-8.41 点(SD＝8.79)、コントロール
群で-1.69 点(SD＝5.91)であり、介入群でコントロール群と比較して有意に大きかった(p＜
0.001)。意思決定の満足度は、介入群で 9.52 点(SD＝10.96)、コントロール群で 0.76 点(SD＝
6.29)であり、介入群でコントロール群と比較して有意に大きかった(p＜0.001)。知識の得点差
は、介入群で 1.96 点(SD＝1.63)、コントロール群で 1.33 点(SD＝1.44)であり、介入群でコン
トロール群と比較して有意に大きかった(p＜0.001)。自然分娩と無痛分娩で迷っている妊婦の
割合は、事前はコントロール群で 61人（51.3%）、介入群で 45人（83.3%）と有意差を認めなか
った。しかし、事後はコントロール群で 58人（48.7%）であったが、介入群ではわずか 9人
（16.7%）であり、迷っている妊婦は介入群で有意に減少した(p＜0.001)。 
【考察】意思決定エイドを使用することは、意思決定の葛藤を増やさず、かつ意思決定の満足
度が大きかった。そのことは結果として迷う妊婦の割合を減少させたと考えられる。また、意
思決定エイドは無痛分娩に関する情報提供の好機と考えられ、助産師から妊婦への根拠に基づ
く情報提供の機会が増える。 
【結論】介入群はコントロール群に比ベ、意思決定の葛藤得点および自然分娩か無痛分娩かで
迷っている妊婦の割合が有意に低く、意思決定の満足度および無痛分娩に関する知識の得点が
有意に高かった。すなわち、無痛分娩および自然分娩に関する意思決定エイドの効果が示唆さ
れた。 
 
C: オキシトシン解析と微量ペプチドを定量する質量分析 
【結果】質量分析ではイオン化体の質量電荷比からペプチドを定量するが、オキシトシンとその
分解産物はプロトン付加分子として検出され、それぞれの質量電荷比は 1007.4 と 723.1 であっ
た。オキシトシン分解産物の多重反応モニタリングに基づいて検量線を作成すると、順次 10 倍
段階希釈した 4測定点において、定量下限値の 1 pg まで直線性が維持された。他方、液-固相抽
出による口腔液の濃縮は少なくとも 15 倍まで測定値の算出に影響していなかった。 

【考察】オキシトシンの測定方法を比較すると、過去の抗原抗体反応による酵素結合免疫吸着検
定 ELISA での定量下限値は約 3 pg であったことから、今回の多重反応モニタリングによる質量
分析では同等以上の検出感度を確認することができた。最終的な試料の濃縮効率を考慮すれば、
従来の凍結乾燥では最大でも 3 倍であったことから、液-固相抽出と質量分析の組み合わせでは
解析に供する検体量を 3分の 1程度に減量できうる。 

【結論】以上から、オキシトシン解析に質量分析を活用することで、必要な検体の確保とともに、
被験者の負担軽減が期待できる。 
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